c敵の恐ろしいずームは、ほくの頭を直撃した。が、装備していた押子
『ネ半減(hpマイナス2)。そのとき、プーガフワッと形かトのおか
ネス、避けろー
みみれに、天井が物凄い音をたてて崩れ、空から無数の星の
石のみふの天井が物い音をたてて前れ、空から無数の星のかけらが落ちてきた。星は
一のつぶてのように、dXスターマンの全身を攻〓数
よにしまかうくし樣がやられるとは」dxスターマンは、苦痛をこら
ようにしばらくうずくまってれこがらると〓……」dXスターマンは、苦痛をこらえフ
ッサにみがあれまっていたが、やがてバタリと息絶え、星のかけらの出れふしる。
●サにチェックがあれば
やがてバタリと息絶え、星のかけらの中に削れふした
245
「ちま〓〓があたので、ポーラに厚めのフライパンを買ってあげた。
「ちよっと重い分だけ、"〓
(叩きがい"があるわね〓」
ずーたるこり笑って、厚めのフライパンを振りまわ
〓『厚めのフライパ人時めのライパンを振りまわしてみせた。
ヘ「厚めのフライバン」を入手した。アイテムリストにチエツみし
入手した。アイテムリストにチエックして……………398
…398へ

